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11 ⽉ 22 ⽇は「いい夫婦の⽇」！ 
LIFULL senior が 

「パートナーとの⽼後⽣活に向けた意識調査」を実施 
パートナーとできるだけ⼆⼈で⻑く暮らしたい⼈約 8 割。 

しかし「⽼⼈ホームに⼀緒に⼊りたくない」は半数近くに。 
「別居」や「パートナー関係の解消」を希望する回答では⼥性が 6 割を占める 

 
事業を通して社会課題解決に取り組む株式会社 LIFULL のグループ会社で、業界最⼤級の⽼⼈ホーム・介護施設
検索サイト「LIFULL 介護」を運営する株式会社 LIFULL senior（代表取締役：泉 雅⼈）は、11 ⽉ 22 ⽇の
「いい夫婦の⽇」にちなみ、配偶者・パートナーとの⽼後についてのアンケート調査の結果を公開します。 

 
サマリー 

• ⽼後についてパートナーと話し合ったことがある⼈は約 6 割 

• 不安が⼤きいトピックの第 1 位「健康・病気」、第 2 位「介護・看病」、第 3 位「⽣活資⾦」という結果
に。⼀⽅で「介護・看病」についてパートナー話し合ったことがある⼈は 3 割にも満たない 

• 「できるだけ⼆⼈で⻑く暮らしたい」と考える⼈は約 8 割に。その⼀⽅で「別居」や「パートナー関係
の解消」を希望する回答は⼥性の割合が約 6 割を占める 

• 約半数は「パートナーと⼀緒に⽼⼈ホームに⼊りたくない」。さらに 6 割が、パートナーの介護はプロの
⼿を借りたいと回答 

 
⽼後についてパートナーと話し合ったことがある⼈は約 6 割 
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パートナーと⽼後について話し合ったことがあるかどうかを聞いたところ、「しっかり話し合っている」（11.8%）
と「少し話し合ったことがある」（46.5%）を合計すると、6 割近い 58.3%の⼈がパートナーと⽼後について話
し合ったことがあると回答しました。 

 
不安が⼤きいトピックの第 1 位「健康・病気」、第 2 位「看病・介護」、第 3 位「⽣活資⾦」という結果
に。⼀⽅で「看病・介護」についてパートナー話し合ったことがある⼈は 3 割にも満たない 
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パートナーとの⽼後で不安があるトピックについて聞いたところ、第 1 位は「健康・病気について」（65.2%）、
第 2 位「看病・介護について」（43.3%）、第 3 位「⽣活資⾦について」（42.9%）という結果になりました。し
かし、実際に話し合っているトピックとして「健康・病気」を挙げた⼈は 45.3%で、19.9 ポイントの差がありま
した。また「看病・介護」も実際に話し合っている⼈は 29.4%にとどまり、不安があるとする回答率（43.3%）
から 13.9 ポイントのギャップがあることがわかりました。 

 
「できるだけ⼆⼈で⻑く暮らしたい」と考える⼈は約 8 割に。その⼀⽅で「別居」や「パートナー関係の
解消」を希望する回答は⼥性の割合が約 6 割を占める 

 
パートナーとの⽼後の暮らしについて聞くと「できるだけ⼆⼈で⻑く暮らしたい」が 76.8%と圧倒的な多数派で
した。「パートナーと関係を維持しつつ元気なうちから別居したい」は 5.9%、「パートナー関係を解消したい」
は 4.6%と、少数派の回答となりました。 
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しかし、パートナーとの⽼後の暮らしの意向について男⼥別に⾒てみたところ「できるだけ⼆⼈で⻑く暮らした
い」と回答した⼈のうち、男性は 56.9%なのに対し⼥性は 43.1%とやや少ない結果に。「パートナー関係を維持
しつつ元気なうちから別居したい」の回答者は男性が 33.3%に対し、⼥性は 66.7%と圧倒的に多く、男性の⽅
がパートナーとともに暮らしていきたい意向が強いことがわかりました。また、「パートナーと関係を解消した
い」という回答も⼥性の回答率が 61.9%と、男性を上回る結果になりました。 

 
約半数は「パートナーと⼀緒に⽼⼈ホームに⼊りたくない」。さらに 6 割が、パートナーの介護はプロの⼿
を借りたいと回答 
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パートナーと⼀緒に⾼齢者住宅・⽼⼈ホームに⼊りたいかを尋ねたところ、「⼊りたくない」（23.4%）、「どちら
かと⾔えば⼊りたくない」（26.4%）を合計して 49.8%と、約半数の⼈が⼊りたくないと答えました。パートナ
ーとの⽼後は「できるだけ⼆⼈で⻑く暮らしたい」が 75%を超えましたが、⼀緒に⽼⼈ホームに⼊ることは、ま
た話が別のようです。 
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また、パートナーに介護が必要になった場合を尋ねたところ、「必要な部分はプロに任せたい」（49.1%）、「全⾯
的にプロに任せたい」（11.6%）を合計すると 60.7%となり、半数以上の⽅がプロの⼿を借りたいと回答していま
した。 

LIFULL 介護編集⻑⼩菅秀樹（こすげひでき）のコメント 
 
今回の調査では、夫婦での⽼後を考える際、「できるだけ⻑く⼀緒に暮らした
い」と考える⽅が多い⼀⽅で、介護が必要になり⽼⼈ホームへの⼊居を検討す
る段階では、「⼀緒に⼊りたくない」と回答する⽅も⼀定数⾒られました。 

 
実際に介護が始まると、多くの場合、配偶者が介護を担うことになります。そ
の結果、⽼⽼介護となり、⼼⾝ともに疲れ果ててしまうケースが少なくありま
せん。さらに、認知症をかかえたご夫婦が⼀緒に暮らす「認認介護」の場⾯で
は、⾷事が⼗分に取れず栄養失調に陥るケースや、服薬の管理が難しく健康状
態が悪化したりするケースも⾒られます。こうしたご家庭では⽀援の情報が⾏

き届かず、必要な介護サービスにつながらないこともあります。 

 
介護の負担を軽減し、安⼼して暮らし続けるためには、元気なうちにパートナーと⾼齢期の⽣活について話し合
い、介護サービスの利⽤を視野に⼊れておくことが⼤切です。また、近年は⾼齢者向けの住まいも多様化してお
り、元気なうちから⼊居して健康寿命の延伸プログラムを受けられる住まいも増えています。もちろん介護が必
要となったらスムーズに介護サービスを利⽤することも可能です。こうした住まいを早い段階から検討すること
は、豊かで安⼼な⾼齢期を送る選択肢のひとつとなるでしょう。 

 
ぜひ、「いい夫婦の⽇」をきっかけに、ご夫婦で⽼後や介護について話し合い、将来の⽣活をより安⼼で充実し
たものにしていただければと思います。 

 
▼調査概要 
調査概要 
調査主体：株式会社 LIFULL senior 
調査期間：2024 年 11 ⽉ 7 ⽇〜11 ⽉ 8 ⽇ 
調査対象：パートナー（※）がいると回答した 40 歳以上の男⼥ 920 名     
※配偶者、内縁関係やパートナーシップ制度のパートナーを含む 
調査⽅法：インターネット調査 
⼩数点第⼆位を四捨五⼊しているため、合計が 100%にならない場合があります。 
━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

株式会社 LIFULL senior について 

「⽼後の不安をゼロにする」をビジョンに掲げ、ヒトとテクノロジーの⼒で、超⾼齢社会の課題を解決する
さまざまな事業を展開しています。主な事業として、⽼⼈ホーム・介護施設検索サイト「LIFULL 介護」、
遺品整理業者検索サービス「みんなの遺品整理」、介護施設向け買い物代⾏業務⽀援サービス「買い物コネ
クト」があり、今後も⾼齢者や関わる⼈々が抱える不安や課題に向き合って事業を拡⼤していきます。 

 

株式会社 LIFULL senior 概要 

会社名：株式会社 LIFULL senior（ライフル シニア） 

所在地：東京都千代⽥区麹町１丁⽬４−４ 

代表取締役：泉 雅⼈ 

設⽴：2015 年 7 ⽉ 1 ⽇ 

事業内容： 

⽼⼈ホーム検索サイト『LIFULL 介護』の運営 

https://kaigo.homes.co.jp/ 

遺品整理業者検索サイト『みんなの遺品整理』の運営 
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https://m-ihinseiri.jp/ 

介護施設向け買い物代⾏⽀援サービス『買い物コネクト』の運営 

https://lp.kaimonoc.jp/ 

⾃治体向け買い物弱者⽀援ツール『買い物コネクト』の運営 

https://lp-g.kaimonoc.jp/ 

介護当事者⼀歩⼿前の世代に向け、介護や⽼後に関する最新情報や体験談を発信するウェブメディア
『tayorini』（たよりに）の運営 

https://kaigo.homes.co.jp/tayorini/ 

 
 

https://kaigo.homes.co.jp/tayorini/

